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は　

じ　

め　

に

　

中
唐
を
代
表
す
る
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
韓
愈
に
は
「
送
孟
東
野

序
（
孟
東
野
を
送
る
序
）」（
巻
一
九
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
の
序

文
は
『
文
苑
英
華
』（
巻
七
三
〇
）、『
文
章
規
範
』（
巻
七
）
と
い
っ

た
著
名
な
総
集
に
採
録
さ
れ
る
ほ
か
、
韓
愈
個
人
の
選
集
に
も
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
収
め
ら
れ
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
は
単
に
散
文
作
品
の
名
篇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
韓
愈
の

文
学
論
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
観
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、

文
学
批
評
史
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
も
の
と
さ
れ
る
。
作
品
の
重
要

性
に
対
す
る
認
識
は
、
こ
の
よ
う
に
等
し
く
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
読
み
解
く
上
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
「
不

平
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
実
は
ま
だ
定
論
と
す
べ
き
も
の
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。「
不
平
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
、
従
来
様
々

な
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
学
説
の
是
非
に
つ
い
て
、

或
い
は
そ
の
学
説
間
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
充
分

に
研
究
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
不
平
」

の
語
は
論
者
の
立
場
に
よ
っ
て
種
々
に
解
釈
さ
れ
、
そ
の
意
味
を
正

し
く
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
、
曖
昧
に
、
ま
た
漠
然
と
テ
ク
ス
ト
か
ら

乖
離
す
る
形
で
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
で
き
る
だ
け
従
来
の
学
説
を
丁
寧
に
整
理
、
検
討
し

な
が
ら
、「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
見
え
る
「
不
平
」
の
概
念
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
の
序
文
の
「
不
平
」
の
語
の
意
味
や
機
能
が
明
ら
か
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
韓
愈
の
文
学
論
や
そ
の
文
学
批
評
史
に
お
け
る
位
置

づ
け
を
再
考
す
る
た
め
の
重
要
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

①

韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て

─
─
「
不
平
」
概
念
の
分
析
を
中
心
と
し
て
─
─

伊　

 

﨑　

 

孝　

 

幸
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韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

一
、「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て

　

「
孟
東
野
を
送
る
序
」
の
分
析
に
先
立
ち
、
ま
ず
、
こ
の
序
文
が

書
か
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
序
文
は
、
韓
愈
が
そ
の
作
品
を
高
く
評
価
す
る
詩
人
の
孟
東

野
、
す
な
わ
ち
孟
郊
が
、
溧
陽
の
県
尉
と
し
て
都
を
離
れ
て
任
地
へ

赴
く
際
に
、
韓
愈
が
贈
っ
た
文
章
で
あ
る
。「
序
」
と
い
う
の
は
唐

代
以
降
、
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
送
序
」

「
贈
序
」
で
あ
り
、
送
別
の
際
に
旅
立
つ
相
手
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
制
作
年
は
、
孟
郊
が
溧
陽
の
県
尉
に
就
い
た
時
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
孟
郊
が
科
挙
に
登
第
し
た

の
は
一
般
に
貞
元
一
二
年
（
七
九
六
）、
孟
郊
四
十
六
才
の
時
と
さ
れ

る
。
韓
愈
の
記
し
た
「
貞
曜
先
生
墓
誌
銘
」（
巻
二
九
）
に
拠
る
と
、

孟
郊
は
科
挙
及
第
後
、「
四
年
を
間へ

だ

て
て
」
溧
陽
の
県
尉
と
な
っ
た

と
あ
る
。
こ
の
四
年
を
、
四
年
の
間
を
お
い
て
と
す
る
か
、
或
い
は

四
年
後
と
す
る
か
で
一
年
の
ず
れ
が
出
て
く
る
が
、
と
り
あ
え
ず
貞

元
一
六
年
、
も
し
く
は
一
七
年
あ
た
り
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
限
は
、
韓
愈
の
「
与
陳
給
事
書
（
陳
給
事
に
与
う
る
書
）」（
巻
一

七
）
に
「
送
孟
東
野
序
」
を
書
き
写
し
て
与
え
る
と
い
う
記
述
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
書
簡
の
書
か
れ
た
貞
元
一
九
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
貞
元
一
九
年
説
を
唱
え
る
者
も
い
る
が
、
こ
れ
は
少
し
遅

す
ぎ
る
だ
ろ
う
。「
貞
曜
先
生
墓
誌
銘
」
の
記
述
を
勘
案
す
れ
ば
、

貞
元
一
七
年
前
後
が
妥
当
な
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
韓
愈
は
、
貞
元

一
六
年
、
一
七
年
と
吏
部
の
試
験
に
立
て
続
け
に
落
第
し
、
意
気
消

沈
し
て
い
た
が
、
貞
元
一
八
年
に
よ
う
や
く
試
験
に
通
り
、
四
門
博

士
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
貞
元
一
八
年
を
境
と
し
て
、
そ
の
前
後
で

は
、
立
場
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
必
ず
し
も

韓
愈
が
落
ち
着
く
貞
元
一
八
年
よ
り
後
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
貞
元
一
七
年
頃
と
し
て
お
き
た

い
。

　

次
に
「
送
孟
東
野
序
」
の
全
体
を
概
観
し
、
そ
の
後
、
従
来
の
説

と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
行
論
の
便
宜
を

考
慮
し
て
、
通
常
よ
り
も
や
や
細
か
く
、
五
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ

と
に
す
る
。

②

③

④
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〔
段
落
Ａ
〕

大
凡
物
不
得
其
平
則
鳴
。
草
木
之
無
聲
、
風
撓
之
鳴
。
水
之
無

聲
、
風
蕩
之
鳴
。
其
躍
也
或
激
之
、
其
趨
也
或
梗
之
、
其
沸
也

或
炙
之
。
金
石
之
無
聲
、
或
擊
之
鳴
。
人
之
於
言
也
亦
然
。
有

不
得
已
者
而
后
言
。
其
謌
也
有
思
、
其
哭
也
有
懷
。
凡
出
乎
口

而
爲
聲
者
、
其
皆
有
弗
平
者
乎
。

（
大お
お

凡よ
そ　

物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
。
草
木
の
声

無
き
も
、
風　

之
を
撓た
わ

む
れ
ば
鳴
る
。
水
の
声
無
き
も
、
風　

之
を
蕩う
ご

か
せ
ば
鳴
る
。
其
の
躍お
ど

る
や
之
を
激
す
る
或あ

り
、
其
の
趨は
し

る
や
之
を
梗ふ
さ

ぐ
或あ

り
、
其
の
沸わ

く
や
之
を
炙あ
ぶ

る
或あ

り
。
金
石
の
声
無
き
も
、
之
を
撃

つ
こ
と
或あ

れ
ば
鳴
る
。
人
の
言
に
於
け
る
や
亦
た
然
り
。
已
む
を
得
ざ

る
者
有
り
て
而
る
后
に
言
う
。
其
の
謌う
た

う
や
思
う
こ
と
有
り
、
其
の
哭

す
る
や
懐お
も

う
こ
と
有
り
。
凡
そ
口
よ
り
出
で
て
声
を
為
す
者
、
其
れ
皆

な
平
ら
か
な
ら
ざ
る
者
有
る
か
。）

〔
段
落
Ｂ
〕

樂
也
者
、
鬱
於
中
而
泄
於
外
者
也
。
擇
其
善
鳴
者
而
假
之
鳴
。

金
石
絲
竹
匏
土
革
木
八
者
、
物
之
善
鳴
者
也
。
維
天
之
於
時
也

亦
然
、
擇
其
善
鳴
者
而
假
之
鳴
。
是
故
以
鳥
鳴
春
、
以
雷
鳴
夏
、

以
蟲
鳴
秋
、
以
風
鳴
冬
、
四
時
之
相
推
敓
、
其
必
有
不
得
其
平

者
乎
。
其
於
人
也
亦
然
。
人
聲
之
精
者
爲
言
、
文
辭
之
於
言
、

又
其
精
也
。
尤
擇
其
善
鳴
者
而
假
之
鳴
。

（
楽
な
る
者
は
、
中
に
鬱ふ
さ

が
り
て
外
に
泄も

る
る
者
な
り
。
其
の
善
く
鳴

る
者
を
択え
ら

び
て
之
を
仮か

り
て
鳴
る
。
金
・
石
・
糸
・
竹
・
匏
・
土
・

革
・
木
の
八
者
は
、
物
の
善
く
鳴
る
者
な
り
。
維
れ
天
の
時
に
於
け
る

や
亦
た
然
り
、
其
の
善
く
鳴
る
者
を
択え
ら

び
て
之
を
仮か

り
て
鳴
る
。
是
の

故
に
鳥
を
以
て
春
に
鳴
り
、
雷
を
以
て
夏
に
鳴
り
、
虫
を
以
て
秋
に
鳴

り
、
風
を
以
て
冬
に
鳴
り
、
四
時
の
相
い
推す
い

敓だ
つ

す
る
こ
と
、
其
れ
必
ず

其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
者
有
る
か
。
其
の
人
に
於
け
る
や
亦
た
然

り
。
人
声
の
精
な
る
者
を
言
と
為
し
、
文
辞
の
言
に
於
け
る
は
、
又
た

其
の
精
な
り
。
尤
も
其
の
善
く
鳴
る
者
を
択え
ら

び
て
之
を
仮か

り
て
鳴
る
。）

　

段
落
Ａ
の
「
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
」
は

本
序
文
の
劈
頭
に
位
置
し
な
が
ら
、
以
下
に
展
開
さ
れ
る
議
論
の
主

題
を
既
に
明
示
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

要
約
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
、
そ
れ
が
も
つ
平
衡
状
態
を
失
う
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韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

と
音
を
発
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
続
い
て
、
草
木
、
水
、
金

石
と
い
っ
た
自
然
物
、
更
に
は
人
を
例
に
取
り
、
冒
頭
の
一
般
論
が

そ
れ
ら
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
こ
と
を
述
べ
る
。

　

段
落
Ｂ
は
、
楽
器
を
例
に
取
り
な
が
ら
、「
其
の
善
く
鳴
る
者
を

択
び
て
之
を
仮
り
て
鳴
る
」
と
い
う
議
論
を
導
く
。
人
が
選
ん
で
作

っ
た
楽
器
、
天
に
よ
る
四
季
を
象
徴
す
る
音
に
続
け
て
、
そ
れ
は
ま

た
人
に
お
い
て
も
成
り
立
つ
と
し
、
よ
く
鳴
る
者
こ
そ
が
選
ば
れ
る

と
説
く
。
こ
こ
で
は
人
の
「
声
」
の
精
粹
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が

「
言
」（
通
常
の
話
言
葉
）
で
あ
り
、
更
に
そ
の
精
粹
が
「
文
辞
」（
書

き
言
葉
）
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
士
大
夫
の
文
辞

に
対
す
る
一
般
的
な
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
殊
更

に
こ
こ
で
強
調
す
る
韓
愈
に
と
っ
て
は
、
書
記
言
語
尊
重
の
意
識
が

一
際
強
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
以
上
を
要
約
す
る
と
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
と
同
様
に
、
人
も
ま
た
平
衡
状
態
を
失
う
と
音
を
発
し
、

と
り
わ
け
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
者
こ
そ
が
人
の
声
の
精
粹
で
あ
る

文
辞
に
よ
っ
て
鳴
り
、
そ
の
優
れ
た
文
辞
こ
そ
が
後
の
時
代
に
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

〔
段
落
Ｃ
〕

其
在
唐
虞
、
咎
陶
禹
其
善
鳴
者
也
。
而
假
以
鳴
。
虁
弗
能
以
文

辭
鳴
。
又
自
假
於
韶
以
鳴
。
夏
之
時
、
五
子
以
其
歌
鳴
。
伊
尹

鳴
殷
、
周
公
鳴
周
。
凡
載
於
詩
書
六
藝
、
皆
鳴
之
善
者
也
。
周

之
衰
、
孔
子
之
徒
鳴
之
。
其
聲
大
而
遠
。
傳
曰
、
天
將
以
夫
子

爲
木
鐸
。
其
弗
信
矣
乎
。
其
末
也
、
莊
周
以
其
荒
唐
之
辭
鳴
。

楚
大
國
也
。
其
亡
也
、
以
屈
原
鳴
。
臧
孫
辰
孟
軻
荀
卿
以
道
鳴

者
也
。
楊
朱
墨
翟
管
夷
吾
晏
嬰
老
聃
申
不
害
韓
非
愼
到
田
駢
鄒

衍
尸
佼
孫
武
張
儀
蘇
秦
之
屬
、
皆
以
其
術
鳴
。
秦
之
興
、
李
斯

鳴
之
。
漢
之
時
、
司
馬
遷
相
如
揚
雄
最
其
善
鳴
者
也
。
其
下
魏

晉
氏
、
鳴
者
不
及
於
古
。
然
亦
未
嘗
絶
也
。
就
其
善
者
、
其
聲

清
以
浮
、
其
節
數
以
急
、
其
辭
淫
以
哀
、
其
志
弛
以
肆
、
其
爲

言
也
亂
雜
而
無
章
。
將
天
醜
其
德
、
莫
之
顧
邪
。
何
爲
乎
不
鳴

其
善
鳴
者
也
。

（
其
の
唐
・
虞
に
在
り
て
は
、
咎こ
う

陶よ
う

・
禹
は
其
の
善
く
鳴
る
者
な
り
。

而
し
て
仮
り
て
以
て
鳴
る
。
虁き

は
文
辞
を
以
て
鳴
る
能
わ
ず
。
又
た
自

ら
韶
に
仮
り
て
以
て
鳴
る
。
夏
の
時
、
五
子
は
其
の
歌
を
以
て
鳴
る
。

伊
尹
は
殷
に
鳴
り
、
周
公
は
周
に
鳴
る
。
凡
そ
詩
書
六
藝
に
載
す
る
は
、
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皆
な
鳴
る
こ
と
の
善
き
者
な
り
。
周
の
衰
う
る
や
、
孔
子
の
徒　

之
に

鳴
る
。
其
の
声　

大
に
し
て
遠
し
。
伝
に
曰
く
、
天　

将
に
夫
子
を
以

て
木
鐸
と
為
さ
ん
と
す
、
と
。
其
れ
信ま
こ
と

な
ら
ず
や
。
其
の
末
や
、
荘

周　

其
の
荒
唐
の
辞
を
以
て
鳴
る
。
楚
は
大
国
な
り
。
其
の
亡
ぶ
る
や
、

屈
原
を
以
て
鳴
る
。
臧
孫
辰
・
孟
軻
・
荀
卿
は
道
を
以
て
鳴
る
者
な
り
。

楊
朱
・
墨
翟
・
管
夷
吾
・
晏
嬰
・
老
聃
・
申
不
害
・
韓
非
・
慎
到
・
田

駢
・
鄒
衍
・
尸
佼
・
孫
武
・
張
儀
・
蘇
秦
の
属
は
、
皆
な
其
の
術
を
以

て
鳴
る
。
秦
の
興
る
や
、
李
斯　

之
に
鳴
る
。
漢
の
時
、
司
馬
遷
・
相

如
・
揚
雄
は
最
も
其
の
善
く
鳴
る
者
な
り
。
其
の
下　

魏
晋
氏
、
鳴
る

者
は
古
に
及
ば
ず
。
然
れ
ど
も
亦
た
未
だ
嘗
て
絶
え
ざ
る
な
り
。
就た
と

い

其
の
善
き
者
も
、
其
の
声
は
清
に
し
て
以
て
浮
、
其
の
節
は
数
に
し
て

以
て
急
、
其
の
辞
は
淫
に
し
て
以
て
哀
、
其
の
志
は
弛
に
し
て
以
て
肆
、

其
の
言
為た

る
や
乱
雑
に
し
て
章
無
し
。
将は

た
天
は
其
の
徳
を
醜に
く

み
て
、

之
を
顧
る
莫
き
か
。
何な
ん

為す

れ
ぞ
其
の
善
く
鳴
る
者
を
鳴
ら
さ
ざ
る
か
。）

〔
段
落
Ｄ
〕

唐
之
有
天
下
、
陳
子
昂
蘇
源
明
元
結
李
白
杜
甫
李
觀
、
皆
以
其

所
能
鳴
。
其
存
而
在
下
者
、
孟
郊
東
野
始
以
其
詩
鳴
、
其
高
出

魏
晉
、
不
懈
而
及
於
古
。
其
他
浸
淫
乎
漢
氏
矣
。
從
吾
遊
者
、

李
翺
張
籍
其
尤
也
。
三
子
者
之
鳴
、
信
善
矣
。
抑
不
知
天
將
和

其
聲
、
而
使
鳴
國
家
之
盛
邪
。
抑
將
窮
餓
其
身
、
思
愁
其
心
腸
、

而
使
自
鳴
其
不
幸
邪
。
三
子
者
之
命
、
則
懸
乎
天
矣
。
其
在
上

也
、
奚
以
喜
。
其
在
下
也
、
奚
以
悲
。

（
唐
の
天
下
を
有た
も

つ
や
、
陳
子
昂
・
蘇
源
明
・
元
結
・
李
白
・
杜
甫
・

李
観
、
皆
な
其
の
能
く
す
る
所
を
以
て
鳴
る
。
其
の
存
し
て
下
に
在
る

者
、
孟
郊
東
野　

始
め
て
其
の
詩
を
以
て
鳴
り
、
其
の
高
き
こ
と
魏
晋

を
出
で
、
懈
ら
ず
し
て
古
に
及
ぶ
。
其
の
他
は
漢
氏
に
浸
淫
す
。
吾
に

従
い
て
遊
ぶ
者
、
李
翺
・
張
籍
は
其
の
尤
な
り
。
三
子
者
の
鳴
る
こ
と
、

信ま
こ
と

に
善
し
。
抑そ
も

そ
も
知
ら
ず　

天
将は

た
其
の
声
を
和
ら
げ
、
而
し
て

国
家
の
盛
を
鳴
ら
し
め
ん
か
。
抑そ
も

そ
も
将は

た
其
の
身
を
窮
餓
し
、
其
の

心
腸
を
思
愁
せ
し
め
、
而
し
て
自
ら
其
の
不
幸
を
鳴
ら
し
め
ん
か
。
三

子
者
の
命
は
、
則
ち
天
に
懸
か
れ
り
。
其
の
上
に
在
る
や
、
奚
ぞ
以
て

喜
ば
ん
。
其
の
下
に
在
る
や
、
奚
ぞ
以
て
悲
し
ま
ん
。）

〔
段
落
Ｅ
〕

東
野
之
役
於
江
南
也
、
有
若
不
釋
然
者
。
故
吾
道
其
命
於
天
者
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以
解
之
。

（
東
野
の
江
南
に
役え
き

せ
ら
る
る
や
、
釈
然
た
ら
ざ
る
が
若
き
者
有
り
。

故
に
吾　

其
の
天
に
命
あ
る
者
を
道い

い
て
以
て
之
を
解
く
。）

　

段
落
Ｃ
は
、
人
の
中
で
も
よ
く
鳴
る
者
、
す
な
わ
ち
文
辞
に
優
れ

る
者
の
例
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
具
体
的
に
列
挙
す
る
。
堯
舜
の
時
代

か
ら
始
め
て
漢
代
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
一
度
筆
を
擱
き
、
魏
晋
以

降
も
よ
く
鳴
る
者
は
い
た
は
ず
だ
が
、
天
は
そ
の
徳
を
憎
ん
だ
の
か
、

彼
ら
を
鳴
ら
さ
な
か
っ
た
と
言
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
咎
陶
、

禹
、
虁
、
伊
尹
、
周
公
と
い
っ
た
、
凡
そ
「
不
平
」
と
は
関
わ
り
の

な
さ
そ
う
な
人
物
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
に
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

段
落
Ｄ
で
は
、
更
に
時
代
が
下
り
、
唐
代
の
優
れ
た
文
学
者
を
挙

げ
、
そ
の
最
後
に
至
っ
て
よ
う
や
く
孟
郊
お
よ
び
李
翺
、
張
籍
の
名

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
国
家
の
盛
」
を
鳴
ら
す
こ
と
と
「
自

ら
其
の
不
幸
」
を
鳴
ら
す
こ
と
と
が
並
列
さ
れ
、
孟
郊
ら
が
そ
の
い

ず
れ
と
な
る
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
と
し
、「
命
」
は
天
に
懸
か
っ

て
い
る
と
述
べ
る
。

　

古
来
の
文
学
者
達
、
た
だ
し
虁
は
音
楽
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
優

れ
た
者
を
次
々
と
取
り
上
げ
て
ゆ
く
段
落
Ｃ
・
Ｄ
の
挙
例
部
分
は
、

分
量
に
お
い
て
本
序
文
の
半
ば
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、
韓
愈
が
過

去
の
文
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
い
わ
ば
そ
の
文
学
史

観
を
知
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
箇
所
で
あ
る
。
大
木
康
氏
は

「
中
国
の
文
学
に
あ
っ
て
こ
の
「
不
平
」
と
い
う
問
題
を
意
識
的
に

表
現
し
、「
不
平
の
文
学
史
」
を
は
じ
め
て
描
い
た
」
と
述
べ
、
韓

愈
の
こ
の
挙
例
部
分
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
こ
こ
で
韓
愈
は
文
辞

に
優
れ
る
人
物
を
歴
史
的
に
配
す
る
こ
と
で
、
当
の
孟
郊
や
李
翺
、

張
籍
と
い
っ
た
周
囲
の
現
存
詩
人
達
を
巨
視
的
に
、
歴
史
的
な
文
脈

の
中
で
捉
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
詩
才
を
称
賛
し
、
詩
人
と
し

て
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
唐
代
部
分
で
は
、
漢

代
あ
た
り
ま
で
の
文
学
や
そ
の
作
者
達
を
畏
敬
し
、
そ
れ
を
志
向
す

る
、
い
わ
ゆ
る
古
文
家
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
李
白
・
杜
甫
も
ま
た
六
朝
の
華
美
な
文
風
を
排
し
た
、
復
古
的

な
詩
人
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
段
落
Ｅ
は
、
序
文
執
筆
の
動
機
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

溧
陽
の
県
尉
と
し
て
任
地
に
赴
く
孟
郊
に
不
満
の
色
が
見
え
た
た
め
、

⑤
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友
人
と
し
て
そ
の
煩
悶
を
解
き
ほ
ぐ
す
目
的
で
こ
の
序
文
を
書
い
た

と
言
う
。
こ
の
段
落
は
、
韓
愈
の
「
不
平
」
概
念
を
分
析
す
る
上
で

必
ず
参
照
す
べ
き
部
分
で
も
あ
る
の
で
、
ま
た
後
述
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

二
、
発
憤
著
書
説

　

本
章
お
よ
び
次
章
で
は
、
こ
の
序
文
が
従
来
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ

れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
解
釈
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

る
の
か
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
従
来
の
解
釈
で
主
要

な
も
の
は
、
二
つ
の
説
に
大
別
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
発
憤
著
書
説
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
説
は
、

本
序
文
に
見
え
る
「
不
平
」
の
語
を
、
そ
の
ま
ま
不
平
不
満
、
或
い

は
憤
懣
の
意
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
「
不
平
」
概
念
の
淵
源
を
司
馬

遷
の
い
わ
ゆ
る
「
発
憤
著
書
」
の
観
念
に
求
め
、
後
世
で
は
欧
陽
脩

「
梅
聖
兪
詩
集
序
」
の
「
愈
窮
則
愈
工
（
愈い
よ

い
よ
窮
ま
れ
ば
則
ち
愈
い

よ
工
な
り
）」
に
繫
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
の
発
憤
著

書
は
広
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
観
念
が
提
示
さ
れ
る
文
脈
も
ま
た
本

稿
の
論
述
と
深
く
関
係
す
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
『
史
記
』
太
史
公

自
序
か
ら
当
該
部
分
を
引
用
す
る
。

太
史
公
遭
李
陵
之
禍
、
幽
於
縲
紲
。
…
…
昔
西
伯
拘
羑
里
、
演

周
易
、
孔
子
戹
陳
蔡
、
作
春
秋
、
屈
原
放
逐
、
著
離
騷
、
左
丘

失
明
、
厥
有
國
語
、
孫
子
臏
脚
、
而
論
兵
法
、
不
韋
遷
蜀
、
世

傳
呂
覽
、
韓
非
囚
秦
、
説
難
孤
憤
。
詩
三
百
篇
、
大
抵
賢
聖
發

憤
之
所
爲
作
也
。

（
太
史
公　

李
陵
の
禍
に
遭
い
、
縲
紲
に
幽
せ
ら
る
。
…
…
昔
西
伯
は

羑
里
に
拘
わ
れ
て
、
周
易
を
演の

べ
、
孔
子
は
陳
蔡
に
戹く
る

し
め
ら
れ
て
、

春
秋
を
作
り
、
屈
原
は
放
逐
せ
ら
れ
て
、
離
騷
を
著
し
、
左
丘
は
明
を

失
い
て
、
厥
れ
国
語
有
り
、
孫
子
は
脚
を
臏き

ら
れ
、
而
し
て
兵
法
を
論

じ
、
不
韋
は
蜀
に
遷
さ
れ
て
、
世
に
呂
覧
を
伝
え
、
韓
非
は
秦
に
囚
わ

れ
て
、
説
難
・
孤
憤
あ
り
。
詩
三
百
篇
、
大
抵　

賢
聖
の
発
憤
し
て
為

に
作
る
所
な
り
。）

　

匈
奴
に
降
っ
た
李
陵
を
弁
護
し
た
司
馬
遷
は
、
武
帝
の
逆
鱗
に
触

れ
て
宮
刑
に
処
さ
れ
た
。
そ
の
絶
望
の
内
に
あ
っ
て
、
な
お
彼
は

『
史
記
』
の
執
筆
を
継
続
す
る
。
司
馬
遷
は
自
己
を
鼓
舞
す
る
た
め
、
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過
去
の
偉
大
な
著
作
が
い
ず
れ
も
作
者
の
不
遇
を
重
大
な
契
機
と
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
不
幸
か
ら
生
じ
る
憤
懣
こ
そ
が
著
述
の
最

も
重
要
な
動
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
。
作
者
の
身
の
不

幸
こ
そ
が
、
そ
の
著
作
を
真
に
偉
大
な
著
作
た
ら
し
め
る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。「
西
伯
は
羑
里
に
拘
わ
れ
て
、
周
易
を
演の

べ
…
…
」
な

ど
と
具
体
的
に
先
行
す
る
作
者
と
そ
の
作
品
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
自

身
も
ま
た
そ
の
歴
史
に
連
な
る
者
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
の

で
あ
る
。

　

従
来
、
韓
愈
の
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
見
え
る
「
不
平
」
を
不

平
不
満
の
意
と
し
、
司
馬
遷
に
結
び
付
け
て
き
た
者
の
多
く
は
、
韓

愈
の
言
う
「
不
平
」
は
、
孟
郊
の
抱
く
「
不
平
」、
つ
ま
り
本
序
文

で
言
え
ば
、
段
落
Ｅ
の
「
釈
然
た
ら
ざ
る
」
も
の
を
指
す
と
考
え
て

き
た
。
た
と
え
ば
林
田
愼
之
助
氏
は
「
官
位
に
あ
き
た
ら
ぬ
孟
東
野

の
不
平
の
気
持
ち
を
察
し
た
韓
愈
が
不
遇
不
平
の
な
か
か
ら
こ
そ
優

れ
た
文
学
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
慰
め
た
の
が
、
こ
の
「
送
孟
東

野
序
」
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
孟
郊
は
不
遇
で

あ
る
が
、
そ
の
不
遇
こ
そ
が
彼
の
文
学
を
高
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

自
身
の
文
学
を
思
い
、
い
た
ず
ら
に
不
遇
を
託
つ
の
は
止
め
よ
、
と

諭
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
段
落
Ｃ
で
述
べ
ら

れ
る
過
去
の
偉
大
な
文
学
者
の
例
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
司
馬
遷
が

自
ら
の
不
遇
を
語
る
際
に
例
と
し
た
、
不
遇
な
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に

一
際
優
れ
た
著
作
を
残
し
た
作
者
達
と
同
一
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

確
か
に
「
不
平
」
は
、
人
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
場
合
に
は
、
一
般

に
不
平
不
満
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。『
楚
辞
』
九
辯
の
「
坎
廩

兮
貧
士
失
職
而
志
不
平
（
坎
廩
と
し
て
貧
士
は
職
を
失
い
て
志
は
平
ら
か

な
ら
ず
）」
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
後
も
こ
の
範
囲
を
出

な
い
。
し
か
し
、
前
章
で
「
送
孟
東
野
序
」
の
内
容
を
概
観
し
た
限

り
で
は
、
韓
愈
の
「
不
平
」
は
必
ず
し
も
不
平
不
満
に
限
定
さ
れ
な

い
よ
う
に
思
え
た
。
清
・
何
焯
『
義
門
読
書
記
』（
巻
三
二
）
は
こ
の

こ
と
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

但
吾
終
疑
、
不
得
其
平
四
字
與
聖
賢
之
善
鳴
及
鳴
國
家
之
盛
處
、

終
不
能
包
含
。
此
韓
子
之
文
尚
未
与
経
爲
一
耳
。

（
但
だ
吾
れ
終
に
疑
う
、「
不
得
其
平
」
の
四
字
の
聖
賢
の
善
鳴
及
び

国
家
の
盛
を
鳴
ら
す
に
与あ
ず

か
る
処
、
終
に
包
含
す
る
能
わ
ず
、
と
。
此

⑥
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れ
韓
子
の
文
す
ら
尚
お
未
だ
経
と
一
を
為
さ
ざ
る
の
み
。）

　

「
不
得
其
平
」
の
四
字
は
通
常
は
不
平
不
満
を
意
味
す
る
た
め
、

こ
れ
に
よ
っ
て
段
落
Ｃ
の
挙
例
部
分
の
聖
賢
や
段
落
Ｄ
の
「
国
家
の

盛
を
鳴
ら
す
」
者
を
包
含
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
言
う
の
で
あ

る
。
確
か
に
何
焯
の
言
う
よ
う
に
「
不
平
」
を
不
平
不
満
と
し
て
解

釈
し
よ
う
と
す
る
と
、
こ
の
文
章
に
は
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

不
平
不
満
と
解
釈
す
る
に
は
、
必
ず
や
こ
の
矛
盾
を
解
消
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
序
文
を
発
憤
著
書
の
方
向
で
解
釈
す
る
こ
と
が
、
比

較
的
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
い
た
方
が
よ
い

だ
ろ
う
。

韓
子
未
除
豪
気
在　
　

韓
子
未
だ
除
せ
ら
れ
ず　

豪
気
在
り

文
章
都
待
不
平
鳴　
　

文
章　

都す
べ

て
待
つ　

不
平
の
鳴

�

（
陸
游
『
剣
南
詩
稾
』
巻
二
一
「
野
興
」）

豈
是
從
容
唱
渭
城　
　

豈
に
是
れ
従
容
と
し
て　

渭
城
を
唱
わ

ん
や

箇
中
當
有
不
平
鳴　
　

箇
中　

当
に
有
る
べ
し　

不
平
の
鳴

�

（
范
成
大
『
范
石
湖
集
』
巻
二
六
「
詠
河
市
歌
者
」）

　

い
ず
れ
も
「
不
平
の
鳴
」
と
い
う
独
自
の
表
現
か
ら
し
て
、
韓
愈

の
こ
の
序
文
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
游
の
例
は
「
不

平
の
鳴
」
を
「
豪
気
」
と
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
范
成

大
の
例
は
「
渭
城
」
が
王
維
の
著
名
な
送
別
詩
「
送
元
二
使
安
西

（
元
二
の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る
）」
を
指
し
、
ゆ
っ
た
り
と
そ
れ
を

歌
唱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
詩
意
か
ら
、
い
ず
れ
も
「
不

平
」
は
穏
や
か
で
は
な
い
、
不
平
不
満
の
意
と
解
釈
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
韓
愈
自
身
の
詩
文
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
発
憤
著
書

に
関
わ
る
よ
う
な
言
説
は
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
例
を
引

い
て
み
た
い
。

然
子
厚
斥
不
久
、
窮
不
極
、
雖
有
出
於
人
、
其
文
学
辞
章
、
必

不
能
自
力
以
致
必
伝
於
後
、
如
今
無
疑
也
。

（
然
れ
ど
も
子
厚
斥
け
ら
る
る
こ
と
久
し
か
ら
ず
、
窮
す
る
こ
と
極
ま

⑦
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韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

ら
ざ
れ
ば
、
人
に
出
づ
る
こ
と
有
り
と
雖
も
、
其
の
文
学
辞
章
、
必
ず

自
ら
力
め
て
以
て
必
ず
後
に
伝
う
る
を
致
さ
ん
こ
と
、
今
の
如
く
疑
い

無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。）

�

韓
愈
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」（
巻
三
二
）

　

ま
た
李
白
、
杜
甫
の
詩
の
秀
で
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
次
の
よ
う

に
言
う
。

帝
欲
長
吟
哦　
　

帝　

長
と
こ
し
え

に
吟
哦
せ
し
め
ん
と
欲
し

故
遣
起
且
僵　
　

故
こ
と
さ
ら

に
起
き
て
且
つ
僵た
お

れ
し
む

剪
翎
送
籠
中　
　

翎は
ね

を
剪
り
て
籠
中
に
送
り

使
看
百
鳥
翔　
　

百
鳥
の
翔
け
る
を
看
し
む

�

韓
愈
「
調
張
籍
」（
巻
五
）

　

こ
れ
ら
が
発
憤
著
書
の
考
え
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
は
、
一
読
し

て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
詩
人
の
「
不
幸
」
や
「
不
遇
」
こ

そ
が
、
詩
文
を
書
く
能
力
を
高
め
た
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
不
平
」
を
発
憤
著
書
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
歴
史

は
古
く
、
ま
た
韓
愈
の
詩
文
に
も
同
様
の
観
念
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
発
憤
著
書
説
に
も
そ
れ
な
り
の
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
発
憤
著
書
の
考
え
を
韓
愈

が
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
序
文
の
「
不
平
」
の
解
釈
と

は
、
自
ず
か
ら
別
事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
前
述
し
た
何

焯
の
提
起
し
た
問
題
は
解
か
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
序
文
を
読
み
解
く
鍵
は
、
序
文
の
中
に
こ
そ
求
め

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
近
年
こ
の
文
章
を
別
の
解

釈
で
読
も
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
章
で
は
そ

の
新
し
い
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
両
義
説
お
よ
び
一
意
両
意
説

　

「
孟
東
野
を
送
る
序
」
は
、
古
く
か
ら
詩
話
等
で
し
ば
し
ば
論
じ

ら
れ
、
近
代
以
降
は
、
い
わ
ゆ
る
文
学
批
評
史
の
分
野
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
。
解
釈
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
代
に
お

い
て
は
、
前
章
で
見
た
発
憤
著
書
説
に
従
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
発
憤
著
書
説
に
依
拠
し
な
い
説
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
新
し
い
見
解
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、

⑧
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次
に
挙
げ
る
銭
鍾
書
氏
の
「
詩
可
以
怨
（
詩
は
以
て
怨
む
べ
し
）」
で

あ
る
。

　

一
般
人
認
為
「
不
平
則
鳴
」
和
「
発
憤
所
為
作
」
涵
義
相
同
。

事
実
上
、
韓
愈
和
司
馬
遷
講
的
是
両
碼
事
。
司
馬
遷
的
「
憤
」

就
是
「
坎
壈
不
平
」
或
通
常
所
謂
「
牢
騒
」。
韓
愈
的
「
不

平
」
和
「
牢
騒
不
平
」
并
不
相
等
、
它
不
但
指
憤
鬱
、
也
包
括

歓
楽
在
内
。
…
…
得
志
而
「
鳴
國
家
之
盛
」
和
失
意
而
「
自
鳴

不
幸
」、
兩
者
都
是
「
不
得
其
平
則
鳴
」。

（
一
般
の
人
は
「
平
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
」
と
「
発
憤
し
て
為

に
作
る
所
」
と
は
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
実
際
は
韓
愈
と
司
馬

遷
の
語
っ
て
い
る
こ
と
は
二
つ
の
事
な
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
の
「
憤
」

は
す
な
わ
ち
「
坎
壈
不
平
（
志
を
得
ず
不
満
で
あ
る
）」、
或
い
は
通
常

の
「
牢
騒
（
不
平
不
満
）」
で
あ
り
、
韓
愈
の
「
不
平
」
と
「
牢
騒
不

平
」
と
は
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
は
単
に
鬱
憤
を
指
す
だ
け
で
な
く
、

歓
楽
も
そ
の
内
に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
志
を
得
て
「
国
家
の

盛
を
鳴
ら
す
」
と
意
を
失
い
て
「
自
ら
不
幸
を
鳴
ら
す
」
と
は
、
両
者

い
ず
れ
も
「
其
の
平
ら
か
な
る
こ
と
を
得
ず
し
て
則
ち
鳴
る
」
な
の
で

あ
る
。）

　

銭
氏
は
こ
こ
で
、
韓
愈
の
「
不
平
」
と
司
馬
遷
の
発
憤
著
書
と
の

間
に
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
説
く
。
司
馬
遷
の
「
発
憤
」
が
憤
り

に
終
始
す
る
の
に
対
し
、
韓
愈
の
「
不
平
」
は
、
自
ら
の
不
幸
を
鳴

ら
す
不
平
不
満
の
側
面
と
共
に
、
国
家
の
盛
を
詠
う
歓
楽
を
も
含
ん

で
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
既
に
見
た
何
焯
の
説
に

類
似
す
る
が
、「
不
平
」
が
鬱
憤
と
歓
楽
を
共
に
含
ん
で
い
る
と
明

示
し
て
い
る
点
で
更
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
こ

の
説
を
「
不
平
」
が
不
幸
だ
け
で
な
く
、
幸
福
を
も
含
む
と
い
う
意

味
で
、
両
義
説
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
銭
氏
の
こ
の
指
摘
は
実

に
鋭
く
、
そ
れ
ま
で
発
憤
著
書
説
一
辺
倒
で
あ
っ
た
文
学
批
評
史
に

一
石
を
投
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
必
ず
し
も

銭
氏
の
独
創
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
両
義

を
含
む
と
明
言
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
発
想
が
類
似
す
る
も
の
、

い
わ
ば
両
義
説
の
源
を
な
す
も
の
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
例
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
は
南
宋
・
沈
作
喆
の
『
寓
簡
』
で
あ
る
。
沈
作
喆
は
紹
興
五

⑩
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韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

年
（
一
一
三
五
）
の
進
士
で
あ
り
、
こ
の
書
の
自
序
に
は
甲
午
の
年

（
一
一
七
四
）
と
あ
る
。
製
作
年
か
ら
し
て
、
詩
話
等
に
お
け
る
最

も
早
い
両
義
説
と
言
え
る
。
し
か
し
、
銭
氏
が
前
掲
論
文
の
注
釈
で

挙
げ
る
の
を
除
い
て
は
、
他
書
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
銭
氏
も

本
文
を
引
用
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
次
の
一
節
を
指
す
に
相
違
な

い
。

韓
退
之
言
、
萬
物
不
得
其
平
則
鳴
。
若
蚯
蚓
者
、
其
材
質
亦
可

以
自
知
矣
。
食
后
土
而
飲
黄
泉
、
於
其
分
已
過
。
更
有
何
事
不

平
。
而
如
此
終
夜
長
鳴
、
不
肯
休
耶
、
抑
自
楽
其
過
分
耶
。

（
韓
退
之
言
う
、
万
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
、

と
。
蚯
蚓
の
若
き
者
は
、
其
の
材
質
亦
た
以
て
自
ら
知
る
べ
し
。
后
土

に
食
ら
い
て
黄
泉
に
飲
み
、
其
の
分
に
於
い
て
已
に
過
ぎ
た
り
。
更
に

何
事
の
平
ら
か
な
ら
ざ
る
も
の
有
る
。
而
る
に
此
く
の
如
く
終
夜
長
鳴

す
る
は
、
休や

む
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
か
、
抑
そ
も
自
ら
其
の
分
に
過
ぎ
た

る
を
楽
し
む
か
。）

�

（
沈
作
喆
『
寓
簡
』
巻
四
）

　

韓
愈
「
送
孟
東
野
序
」
の
「
不
平
」
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
議
論
を

蚯
蚓
に
ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
。
元
来
、
孟
郊
の
「
不
平
」
を
慰
め
る

た
め
の
序
文
を
蚯
蚓
に
転
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
自
ず
か

ら
諧
謔
味
が
生
じ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以

上
に
注
目
す
べ
き
は
、
沈
作
喆
が
こ
こ
で
展
開
し
て
い
る
議
論
そ
の

も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
蚯
蚓
は
そ
の
材
質
か
ら
し
て
、
不
平
不
満
な

ど
感
じ
る
は
ず
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
蚯
蚓
が
夜
中
に

鳴
き
続
け
る
の
は
な
ぜ
か
、
鳴
く
の
を
止
め
る
の
が
嫌
だ
か
ら
か
、

或
い
は
、
そ
の
分
に
過
ぎ
た
る
状
態
を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら
か
、
と

述
べ
る
。「
楽
其
過
分
」
と
あ
る
の
が
重
要
で
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち

韓
愈
の
「
不
平
」
を
、
幸
福
を
も
意
味
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
て

い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
諸
家
が
両
義
説
の
例
と
し
て

こ
の
文
章
を
引
か
な
い
の
は
、
こ
れ
が
序
文
に
疑
義
を
呈
す
る
よ
う

な
記
述
の
仕
方
、
前
述
し
た
何
焯
の
よ
う
な
書
き
方
で
は
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
韓
愈
の
文
章
を
踏
ま
え
た
沈
作
喆
の
創
作

と
見
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
不
平
」
を
両
義
と
読

み
解
く
早
い
例
と
し
て
、
必
ず
引
用
す
べ
き
文
献
で
あ
る
。
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韓
文
公
送
孟
東
野
序
云
、
物
不
得
其
平
則
鳴
。
然
其
文
云
、
在

唐
虞
時
、
咎
陶
禹
其
善
鳴
者
、
而
假
之
以
鳴
。
虁
假
於
韶
以
鳴
。

伊
尹
鳴
殷
、
周
公
鳴
周
。
又
云
、
天
將
和
其
聲
、
而
使
鳴
國
家

之
盛
。
然
則
非
所
謂
不
得
其
平
也
。

（
韓
文
公　

孟
東
野
を
送
る
序
に
云
う
、
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得

ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
、
と
。
然
れ
ど
も
其
の
文
に
云
う
、
唐
虞
に
在
り
し

時
、
咎
陶
・
禹
は
其
の
善
く
鳴
る
者
な
り
、
而
し
て
之
を
仮
り
て
以
て

鳴
る
。
虁
は
韶
に
仮
り
て
以
て
鳴
る
。
伊
尹
は
殷
に
鳴
り
、
周
公
は
周

に
鳴
る
。
又
た
云
う
、
天
将
た
其
の
声
を
和
ら
げ
、
而
し
て
国
家
の
盛

を
鳴
ら
し
め
ん
か
。
然
ら
ば
則
ち
所
謂
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
に

非
ざ
る
な
り
。）

�

（
洪
邁
「
容
齋
随
筆
」
巻
四
）

　

南
宋
・
洪
邁
の
こ
の
指
摘
は
、
こ
れ
以
降
、
何
度
も
同
様
の
指
摘

が
な
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
典
型
的
な
も
の
と
言
え
る
。
序
文
中

の
「
不
平
」
は
挙
例
部
分
の
聖
賢
に
関
わ
り
、
ま
た
「
国
家
の
盛
」

に
も
関
わ
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
通
常
の
不
平
不
満
と
は
異
な
る
と
い

う
議
論
で
あ
る
。
何
焯
は
正
に
こ
れ
と
同
様
の
指
摘
を
後
世
に
お
い

て
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
南
宋
・
祝
穆
の
『
古
今
事
文
類
聚
』（
別
集
巻
五
・
瑕
疵
）

に
も
「
公
云
、
物
不
得
其
平
則
鳴
。
然
其
云
咎
陶
禹
伊
周
鳴
國
家
之

盛
、
非
所
謂
不
得
其
平
者
也
（
公
云
う
、
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得

ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
、
と
。
然
れ
ど
も
其
の
咎
陶
・
禹
・
伊
・
周
の
国
家
の
盛

を
鳴
ら
す
を
云
う
は
、
所
謂
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
者
に
非
ざ
る
な

り
）」
と
同
様
の
指
摘
が
あ
る
が
、
単
に
「
不
平
」
は
通
常
の
「
不

平
」
と
異
な
る
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
「
瑕
疵
」
と
捉
え
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
不
平
」
が
聖
賢
お
よ
び
「
国

家
の
盛
」
を
包
括
し
得
な
い
と
い
う
矛
盾
を
韓
愈
の
誤
謬
に
帰
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
詩
作
品
に
お
い
て
両
義
的
理
解
を
示
す
も
の
を
引
く
こ

と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
黄
庭
堅
の
「
再
次
韻
兼
簡
履
中
南
玉
（
再
び

次
韻
し
て
兼
ね
て
履
中
南
玉
に
簡
す
）
三
首
」
其
二
に
見
え
る
次
の
二

句
で
あ
る
。

與
世
浮
沈
唯
酒
可　
　

世
と
浮
沈
し
て　

唯
だ
酒
の
み
可
な
り

隨
人
憂
楽
以
詩
鳴　
　

人
に
随
い
て
憂
楽
は
詩
を
以
て
鳴
る



─ 69 ─

韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

　

こ
れ
は
銭
氏
前
掲
論
文
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、「
不
平
」

を
「
憂
楽
」
と
し
て
両
義
的
に
理
解
す
る
最
も
早
い
例
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
論
者
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、「
不

平
」
は
通
常
の
不
平
不
満
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、

銭
氏
の
両
義
説
の
源
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
見
て
き
た
。
詩
話
等

に
お
け
る
こ
の
序
文
へ
の
言
及
は
、
前
述
の
発
憤
著
書
説
以
上
に
今

見
た
よ
う
な
韓
愈
独
自
の
「
不
平
」
の
使
用
を
、
時
に
批
難
の
意
を

込
め
つ
つ
、
指
摘
し
た
も
の
が
多
数
を
占
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。
こ
う
し
た
指
摘
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
っ
と
注

意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
以
降
、
両
義

説
が
提
起
さ
れ
る
ま
で
、
こ
う
し
た
指
摘
は
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
換
言
す
れ
ば
、
銭
氏
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
本

来
韓
愈
の
「
送
孟
東
野
序
」
は
、
発
憤
著
書
を
述
べ
た
も
の
で
は
な

く
、「
不
平
」
を
通
常
と
は
異
な
る
意
味
合
い
で
用
い
た
特
異
な
文

章
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
更
に
言
う
な
ら
ば
、
銭
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
本
序
文
の

テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
読
み
が
提
示
さ
れ
た
と
言
う
よ
り
は
、
寧
ろ
そ

の
指
摘
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
議
論
が
本
来
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
戻

さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

銭
氏
の
提
示
し
た
両
義
説
は
、
こ
の
よ
う
に
伝
統
的
な
問
題
提
起

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
か
ら
析
出
さ

れ
た
厳
密
な
解
釈
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
優
れ
た
説

で
あ
る
。
こ
の
論
文
が
公
刊
さ
れ
て
か
ら
は
、
両
義
説
を
意
識
し
た

と
思
わ
れ
る
解
釈
が
次
々
と
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
両
義
説
が
提
起
さ
れ
た
後
も
、
そ
の
趣
旨
は
認
め
つ
つ
、

発
憤
著
書
説
に
固
執
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
れ
は
銭
氏

の
説
が
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
要
因
は
銭

氏
の
論
文
そ
れ
自
体
の
内
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

銭
氏
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
詩
可
以
怨
」
で
あ
っ
た
。『
論

語
』
の
言
葉
を
踏
ま
え
た
こ
の
文
章
の
主
題
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る

よ
う
に
、
不
平
不
満
の
文
学
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

中
で
敢
え
て
「
送
孟
東
野
序
」
に
言
及
し
、
一
般
的
な
解
釈
で
あ
っ

た
発
憤
著
書
説
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
一
般

に
発
憤
著
書
説
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
銭
氏
が
そ
れ

を
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論

⑫

⑬
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文
は
も
と
よ
り
怨
嗟
の
文
学
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

銭
氏
は
「
送
孟
東
野
序
」
に
触
れ
た
後
、
す
ぐ
に
「
荊
潭
唱
和
詩

序
」
を
取
り
上
げ
、
中
国
古
典
文
学
に
は
不
平
不
満
を
歌
う
も
の
が

多
い
と
話
を
戻
し
、
更
に
は
欧
米
の
近
代
文
学
に
お
け
る
不
平
不
満

に
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
銭
氏

の
両
義
説
が
議
論
と
し
て
必
ず
し
も
周
到
で
な
い
こ
と
は
、
自
ず
か

ら
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
銭
氏
は
「
不
平
」
を
両
義
的
に
解
釈
し
た
際
、
序
文

全
体
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
重
大
な
問
題
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。
銭
氏
の
説
に
従
う
者
も
「
不
平
」
概
念
の
内
容
に

の
み
気
を
配
り
、
そ
の
言
葉
の
文
章
全
体
に
お
け
る
機
能
に
つ
い
て

は
全
く
考
察
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
両
義
説
が
未
だ
充

分
で
は
な
い
と
さ
れ
る
所
以
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
、
テ
ク
ス
ト
の
読
み
を
改
め
る
こ

と
で
、
序
文
の
整
合
性
を
図
ろ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
発
憤

著
書
説
や
両
義
説
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
説
の
不

備
を
補
う
重
要
な
指
摘
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
篇
之
中
有
始
並
言
兩
事
、
而
終
只
以
一
事
結
者
。
有
以
一
意

起
、
而
終
以
兩
意
者
。
如
送
孟
東
野
序
云
、
大
凡
物
不
得
其
平

則
鳴
、
然
又
云
、
其
在
唐
虞
、
咎
陶
禹
其
善
鳴
者
。
…
…
又
曰
、

天
將
和
其
聲
、
而
使
鳴
國
家
之
盛
邪
。
…
…
豈
可
謂
専
不
得
其

平
邪
。
是
又
以
一
意
起
、
而
兩
意
終
者
如
此
。

（
一
篇
の
中　

始
め
に
両
事
を
並
言
し
て
、
終
わ
る
に
只
だ
一
事
を
以

て
結
ぶ
者
有
り
。
一
意
を
以
て
起
こ
り
て
、
終
わ
る
に
両
意
を
以
て
す

る
者
有
り
。
孟
東
野
を
送
る
序
に
云
う
如
き
は
、
大
凡　

物
は
其
の
平

ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
、
然
れ
ど
も
又
た
云
う
、
其
の
唐
・

虞
に
在
り
て
は
、
咎
陶
・
禹
は
其
の
善
く
鳴
る
者
な
り
。
…
…
又
た
曰

く
、
天
将
た
其
の
声
を
和
ら
げ
、
而
し
て
国
家
の
盛
を
鳴
ら
し
め
ん
か
。

…
…
豈
に
専
ら
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
を
謂
う
べ
け
ん
や
。
是
れ

又
た
一
意
を
以
て
起
こ
り
て
、
両
意
も
て
終
わ
る
者　

此
く
の
如
し
。）

�

（
南
宋
・
王
楙
『
野
客
叢
書
』
巻
一
九
）

　

一
意
と
は
「
物
不
平
則
鳴
」
の
部
分
で
あ
り
、
両
意
と
は
過
去
の

文
学
者
の
挙
例
部
分
お
よ
び
「
国
家
の
盛
」
と
「
不
幸
」
と
を
並
列

す
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
意
で
始
ま
り
両
意
で
終
わ
る
と
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は
、
こ
の
「
不
平
」
概
念
の
内
容
が
文
章
の
途
中
で
変
化
す
る
こ
と

を
言
う
の
だ
ろ
う
。
こ
の
説
は
、
銭
氏
の
両
義
説
が
終
始
「
不
平
」

を
両
義
と
捉
え
る
こ
と
で
文
章
全
体
の
矛
盾
を
解
消
し
よ
う
と
試
み

る
の
に
対
し
、「
不
平
」
の
一
般
的
な
語
義
で
あ
る
不
平
不
満
か
ら

始
ま
り
、
そ
れ
が
文
中
で
両
義
、
す
な
わ
ち
不
平
不
満
と
幸
福
を
表

す
も
の
へ
と
変
化
す
る
と
捉
え
、
そ
の
変
化
に
着
目
し
て
論
を
立
て

た
も
の
と
言
え
る
。

　

厳
密
に
考
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
の
内
部
で
語
義
の
変

化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
る
必
然
性
は
な
く
、
そ
の
表
徴
も
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
を
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
一
意
か
ら
両
意
へ
と
い
う
こ
の
考
え
方
は
、
こ
の
テ
ク
ス

ト
を
読
み
解
く
上
で
示
唆
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
も
踏
ま
え
て
、
筆
者
の
考
え
を

述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
、「
不
平
」
概
念
の
再
検
討

　

こ
こ
ま
で
、「
孟
東
野
を
送
る
序
」
を
読
む
際
に
必
要
と
思
わ
れ

る
主
要
な
説
を
詳
し
く
見
て
き
た
。
そ
れ
は
従
来
の
解
釈
を
確
認
す

る
と
い
う
の
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
ら
の
学
説
の
一
つ
一
つ
が
当
該
序
文
を
読
む
に
あ
た
っ
て
重
要
な

観
念
を
提
供
し
て
い
る
と
思
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　

筆
者
の
考
え
を
述
べ
る
前
に
、
い
く
つ
か
確
認
す
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
一
つ
は
韓
愈
の
そ
の
他
の
詩
文
に
お
け
る
「
不
平
」
概
念
に
つ

い
て
で
あ
る
。
韓
愈
の
発
憤
著
書
に
つ
い
て
は
既
に
二
章
で
見
た
が
、

「
不
平
」
の
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
見
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う
。

　

韓
愈
「
原
人
」（
巻
一
一
）
に
は
「
天
道
亂
而
日
月
星
辰
不
得
其
行
、

地
道
亂
而
草
木
山
川
不
得
其
平
（
天
道
乱
れ
て
日
月
星
辰
は
其
の
行
を

得
ず
、
地
道
乱
れ
て
草
木
山
川
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ず
）」
と
あ
る
。

こ
の
「
不
得
其
平
」
は
「
乱
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日

月
星
辰
の
「
其
の
行
を
得
ず
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
悪

い
意
味
に
お
い
て
平
衡
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
通
常
の

「
不
平
」
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
に
つ
い
て
言
う
も
の

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

及
讀
阮
籍
陶
潛
詩
、
乃
知
彼
雖
偃
蹇
不
欲
與
世
接
、
然
猶
未
能

⑭
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平
其
心
。

（
阮
籍
・
陶
潜
の
詩
を
読
む
に
及
び
、
乃
ち
知
る　

彼
は
偃
蹇
と
し
て

世
と
接
せ
ん
こ
と
を
欲
せ
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
猶
お
未
だ
其
の
心
を

平
ら
か
に
す
る
能
わ
ざ
る
を
。）

�

韓
愈
「
送
王
秀
才
序
」（
巻
二
〇
）

往
事
張
旭
善
草
書
、
不
治
他
伎
。
喜
怒
窘
窮
、
憂
悲
愉
佚
、
怨

恨
思
慕
、
酣
醉
無
聊
不
平
、
有
動
於
心
、
必
於
草
書
焉
發
之
。

（
往
事　

張
旭
は
草
書
を
善
く
し
、
他
伎
を
治
め
ず
。
喜
怒
窘
窮
、
憂

悲
愉
佚
、
怨
恨
思
慕
、
酣
酔
無
聊
不
平
、
心
に
動
く
こ
と
有
れ
ば
、
必

ず
草
書
に
於
い
て
之
を
発
す
。）

�

韓
愈
「
送
高
閑
上
人
序
」（
巻
二
一
）

　

「
王
秀
才
を
送
る
序
」
は
、
阮
籍
や
陶
淵
明
は
世
と
交
わ
り
を
絶

と
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
詩
を
読
む
限
り
で
は
、
彼
ら
は
そ
れ
で

も
心
の
平
静
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
述
べ
る
。
こ

の
「
未
能
平
其
心
」
は
、
落
ち
着
い
た
穏
や
か
な
心
情
で
は
な
い
、

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
「
高
閑
上
人
を
送
る
序
」
は
、
張
旭
の
書
法
を
論
じ
て
、
感

情
の
激
し
さ
こ
そ
が
書
を
よ
く
す
る
の
で
あ
っ
て
、
僧
で
あ
る
高
閑

上
人
は
平
淡
を
旨
と
す
る
た
め
、
そ
の
作
品
は
張
旭
の
域
に
ま
で
達

し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
不
平
」
は
、
一
般
に
不
平
不
満
、
憤
懣
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
、
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
も
う
少
し
広
く
、
感
情
の
起
伏
を
言
う
と

す
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

直
接
「
不
平
」
に
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
荊
潭
唱
和
詩

序
」
の
「
夫
和
平
之
音
淡
薄
、
而
愁
思
之
声
要
妙
。
讙
愉
之
辭
難
工
、

而
窮
苦
之
言
易
好
也
（
夫
れ
和
平
の
音
は
淡
薄
に
し
て
、
愁
思
の
声
は
要

妙
な
り
。
讙
愉
の
辞
は
工
み
に
し
難
く
し
て
、
窮
苦
の
言
は
好
く
し
易
き
な

り
）」
と
い
う
一
文
も
参
考
に
な
る
。
文
章
全
体
の
解
釈
に
は
諸
説

あ
る
が
、
引
用
部
分
に
関
し
て
は
、「
和
平
の
音
」
が
高
位
に
あ
る

者
の
作
品
を
指
し
、
対
し
て
「
愁
思
の
音
」
が
不
遇
な
者
の
そ
れ
を

指
す
こ
と
は
、
諸
家
の
一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、「
和
平
」
と
「
愁
思
」
は
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、「
和
平
」
の
否
定
で
あ
る
和
平
な
ら
ざ
る
も
の
は
、「
愁

思
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、

⑮
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「
不
平
」（
不
和
平
）
が
、
不
遇
な
る
者
、
不
満
を
抱
く
者
を
表
象
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
韓
愈
は
「
不
平
」
の
語
を
、
基

本
的
に
は
不
平
不
満
、
穏
や
か
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
一
般
的
な
意

味
合
い
で
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
「
送
孟
東
野
序
」

と
同
様
の
用
法
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
「
送
孟
東
野
序
」
の
「
不
平
」
概
念
に
つ
い
て
は
、

そ
の
一
回
的
、
即
興
的
な
性
質
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
韓
愈
が
こ
の
序
文
で
立
て

て
い
る
よ
う
な
「
不
平
」
の
語
を
鍵
と
し
た
文
学
史
と
い
う
も
の
が
、

他
に
見
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

「
毛
詩
大
序
」
の
「
情
動
於
中
而
形
於
言
（
情　

中
に
動
き
て
言
に

形あ
ら

わ
る
）」
や
『
礼
記
』
楽
記
の
「
凡
音
之
起
、
由
人
心
生
也
。
人

心
之
動
、
物
使
之
然
也
（
凡
そ
音
の
起
こ
る
は
、
人
心
に
由
り
て
生
ず
る

な
り
。
人
心
の
動
く
は
、
物　

之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
）」
な
ど
、
人

の
平
静
な
状
態
が
外
物
の
刺
激
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
、
そ
れ
が
感
情

と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
説
く
の
は
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
を
殊
更
に
「
不
平
」
と
い
う
否
定
的
な
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
の

は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
外
と
し
て
即
座
に
想
起
さ

れ
る
も
の
に
、
前
述
し
た
司
馬
遷
の
発
憤
著
書
が
あ
る
。
司
馬
遷
は

そ
こ
で
、
自
身
に
先
行
す
る
発
憤
著
書
の
例
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て

い
た
。
そ
れ
は
文
学
史
と
言
え
る
ほ
ど
体
系
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、

発
憤
著
書
の
観
念
を
窺
う
に
は
充
分
な
内
容
で
あ
っ
た
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
韓
愈
の
「
不
平
」
は
そ
の
ま
ま
不
平
不
満
と
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
挙
例
に
は
直
接

的
な
関
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
断
定
す

る
こ
と
に
躊
躇
を
覚
え
る
。「
不
平
」
の
語
を
鍵
と
す
る
文
学
史
と

い
う
あ
ま
り
類
を
見
な
い
発
想
は
、
発
憤
著
書
説
の
言
う
よ
う
に
、

司
馬
遷
の
挙
例
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「
不
平
」
と
い
っ
た
否
定
的
概
念
を
文
学
史
の
基
礎
と

す
る
こ
と
へ
の
違
和
感
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

凡
物
不
得
其
平
則
鳴
。
…
…
然
謂
鳥
之
鳴
春
、
雷
之
鳴
夏
、
蟲

之
鳴
秋
、
風
之
鳴
冬
與
夫
禹
咎
以
文
鳴
、
虁
以
韶
鳴
、
伊
尹
鳴
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殷
、
周
公
鳴
周
、
此
乃
天
機
之
動
、
人
文
之
正
也
。
謂
之
不
得

其
平
、
則
不
可
。

（
凡
そ
物
は
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
鳴
る
。
…
…
然
れ
ど

も
謂
え
ら
く
鳥
の
春
に
鳴
る
、
雷
の
夏
に
鳴
る
、
虫
の
秋
に
鳴
る
、
風

の
冬
に
鳴
る
と
夫
の
禹
・
咎
の
文
を
以
て
鳴
り
、
虁
の
韶
を
以
て
鳴
り
、

伊
尹
の
殷
に
鳴
り
、
周
公
の
周
に
鳴
る
と
は
、
此
れ
乃
ち
天
機
の
動
に

し
て
、
人
文
の
正
な
り
。
之
を
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
と
謂
う
は
、

則
ち
不
可
な
り
。）

�

（
南
宋
・
兪
文
豹
『
吹
劍
録
外
集
』）

　

「
不
平
」
の
語
に
よ
っ
て
過
去
の
聖
賢
の
文
学
を
説
明
す
る
こ
と

へ
の
批
難
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
前
に
見
た
何
焯
な
ど
の
批
判
も

論
理
的
整
合
性
の
み
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
聖
賢
を

「
不
平
」
と
す
る
こ
と
へ
の
や
や
生
真
面
目
な
批
難
も
含
ん
で
い
る

に
違
い
な
い
。
韓
愈
も
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
批
判
を
覚
悟
の
上
で
、

儒
家
の
道
を
も
否
定
し
か
ね
な
い
「
不
平
」
と
い
う
語
を
基
礎
と
す

る
文
学
史
を
書
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
不
平
」
の
語
を
使

用
し
た
修
辞
に
は
そ
う
し
た
誤
解
が
伴
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
う

し
た
危
険
を
承
知
の
上
で
、
敢
え
て
韓
愈
が
「
不
平
」
の
語
に
固
執

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
文
章
を
読
む
に
際
し
て
念
頭
に
置
い
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
序
文
に

お
け
る
「
不
平
」
概
念
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
段
落
Ａ
の
「
不
平
」
で
あ
る
が
、
発
憤
著
書
説
は
そ
の
ま

ま
通
常
の
不
平
不
満
の
意
と
解
釈
し
た
。
段
落
Ｃ
の
挙
例
部
分
や
、

段
落
Ｄ
の
「
国
家
之
盛
」
と
い
う
言
葉
と
は
、
厳
密
に
は
𪗱
𪘚
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
「
不
平
」
は
、
段
落
Ｅ
の
孟
郊
の
状
態
に

も
協
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
発
憤
著
書
の
考
え
方
そ
れ
自
体
が

文
章
を
著
す
動
機
の
一
つ
と
し
て
既
に
司
馬
遷
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
主
張
が
な
さ
れ
、
一
般
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
両
義
説
は
、
そ
の
段
落
Ｃ
・
Ｄ
の
部
分
か
ら
、
こ
の

テ
ク
ス
ト
で
は
、「
不
平
」
は
不
平
不
満
の
意
に
限
定
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
、「
幸
福
」
も
内
に
含
む
と
主
張
し
た
。
筆
者

も
ま
た
こ
の
「
不
平
」
は
、
そ
の
よ
う
に
両
義
的
に
読
む
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
語
の
意
味
は
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
の
分
析
を
通
し
て
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定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
、
発
憤
著
書
説
は
「
不
平
」
と

い
う
語
か
ら
想
像
さ
れ
る
発
憤
著
書
の
観
念
か
ら
演
繹
的
に
案
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
不
平
」
を
不
平
不
満

と
短
絡
す
る
発
憤
著
書
説
は
、
両
義
説
が
既
に
提
出
さ
れ
た
現
在
に

お
い
て
は
、
け
っ
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
主
張
し
得
な
い
も
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
両
義
説
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
韓
愈
は
こ
の
序
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

そ
れ
が
最
も
重
要
な
語
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

通
常
と
は
異
な
る
「
不
平
」
の
使
い
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
両

義
説
は
こ
う
し
た
問
い
に
対
し
て
有
効
な
答
を
用
意
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
両
義
説
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
内
部
の
み
を
分
析
し
、
そ
の

論
理
的
整
合
性
を
期
す
る
目
的
で
考
え
出
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
不
平
」
が
孟
郊
の
不
遇
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の

か
、「
不
平
」
に
よ
っ
て
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
何
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
の
か
、
と
い
っ
た
テ
ク
ス
ト
外
の
状
況
や
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
充
分
に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
両

義
説
の
言
う
よ
う
に
「
不
平
」
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
両
義

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
般
的
な
用
例
や
韓
愈

の
他
の
用
例
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本
来
的
に
は
両
義
な
ど
で
は

な
く
、
否
定
的
な
意
味
と
し
て
、
不
平
不
満
の
意
で
使
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
韓
愈
は
段
落
Ｅ
で
序
文
の
動
機
を
釈
然
た
ら
ざ
る
孟
郊
の

不
満
を
解
く
た
め
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
こ

の
序
文
に
お
け
る
「
不
平
」
の
重
要
性
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
こ
の
「
不
平
」
は
発
憤
著
書
説
の
言
う
よ
う
に
、
孟
郊
の
不
満

を
受
け
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
の
「
不
平
」
を
基
礎

と
す
る
文
学
史
が
、
我
々
に
司
馬
遷
の
発
憤
著
書
を
想
起
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
も
韓
愈
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
韓
愈
は
「
不
平
」
を

通
常
通
り
、
不
平
不
満
を
表
す
文
脈
に
お
い
て
使
い
始
め
る
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
韓
愈
は
そ
の
よ
う
に
孟
郊
の
釈
然
た

ら
ざ
る
状
態
を
下
敷
と
し
て
「
不
平
」
の
語
を
鍵
と
す
る
文
章
を
書

き
始
め
、
読
む
者
に
も
そ
の
流
れ
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
、
実
際
に
は

そ
れ
を
通
常
と
は
異
な
る
両
義
的
な
も
の
に
転
じ
さ
せ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
不
平
不
満
の
み
を
表
す
語
か
ら
、
平
ら
か
で
は
な
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い
、
と
い
う
本
来
の
語
義
を
軸
と
し
て
、
過
剰
な
ま
で
の
喜
び
も
ま

た
そ
の
内
に
含
む
よ
う
に
、
意
図
的
に
ひ
ね
り
を
加
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
前
述
し
た
一
意
両
意
説
は
、
文
中
で
「
不
平
」
の
語
義
の
転

換
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
確
か
に
そ
の
よ
う
な
転
換
が

あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
よ
り
正
確
に
は
、

そ
れ
は
文
中
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
不
平
」
の
通
念
と

こ
の
テ
ク
ス
ト
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
既
に
冒
頭
の
句
か
ら
、「
不
平
」
は
平
衡
を
欠
く
と

い
う
一
般
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
両
義
な
の
で
あ
る
。

「
不
平
」
の
こ
う
し
た
機
知
的
な
語
義
の
転
換
、
或
い
は
外
延
の
拡

張
は
、
そ
の
通
念
と
全
く
異
な
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
逆
説

的
で
あ
り
、
大
き
な
修
辞
的
効
果
を
お
さ
め
て
い
る
。
通
常
の
不
平

不
満
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
文
中
で
は
対
概
念
で
あ
る
喜
び
と
結
合
さ

せ
る
と
い
う
、
こ
の
「
不
平
」
の
独
自
な
用
法
に
こ
そ
、
こ
の
序
文

を
読
み
解
く
鍵
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
を
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
、
別
の
角
度
か
ら
捉
え
直

し
て
み
た
い
。「
不
平
」
を
両
義
的
に
使
う
こ
と
で
、
一
体
何
が
こ

の
テ
ク
ス
ト
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
特
に
重

要
な
も
の
に
つ
い
て
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
序
文
の
段
落
Ｃ
・
Ｄ
に
お
い
て
、
司
馬
遷

の
発
憤
著
書
を
二
重
写
し
に
し
な
が
ら
、
発
憤
著
書
に
限
定
さ
れ
な

い
著
作
家
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
「
不
平
」
が
両
義

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
自
由
に
理
想
と
す
る
文
学
を
示
す
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
自
ら
の
文
学
観
を
明
瞭
に
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
孟
郊
を
そ
れ
ら
の
偉
大
な
文
学
者
に
連

な
る
者
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
発
憤
著
書
を
勧
め
る
以

上
に
大
き
な
慰
め
を
彼
に
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
段
落
Ｄ
に
見
え
る
「
鳴
国
家
之
盛
」
と
「
自
鳴
其
不
幸
」

と
い
う
文
学
の
区
分
は
、
発
憤
著
書
を
説
く
文
脈
で
は
ま
ず
語
り
得

な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
不
幸
」
を
鳴
ら

す
こ
と
の
み
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
更
に
「
国
家
之
盛
」
が
言

わ
れ
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
前
述
の
「
荊
潭
唱
和
詩
序
」
に
も
同

様
の
記
述
が
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
分
類
の
仕
方
は
韓
愈
が
常
に
抱

懐
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
不
幸
を
詠
う
こ
と
と
共
に
国
家

の
盛
を
詠
う
こ
と
に
、
い
や
寧
ろ
そ
れ
を
詠
う
こ
と
に
こ
そ
、
文
学

の
重
要
な
意
義
が
あ
る
と
彼
が
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
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韓
愈
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る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
）

直
前
の
過
去
の
文
学
者
の
挙
例
部
分
も
そ
れ
と
同
様
の
考
え
を
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
慰
藉
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
と
も
す

れ
ば
自
身
の
「
不
幸
」
を
詠
う
傾
向
の
あ
る
孟
郊
を
、
そ
う
と
決
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
国
家
の
盛
を
詠
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
励
ま
す
意
味
合
い
が
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
「
命
」
は
天
に
懸
か
っ
て
い
る
と
し
て
、
位
の
上
下

に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
を
戒
め
る
が
、
下
位
に
あ
る
孟
郊
に
言
う
の

で
あ
る
か
ら
、
不
遇
に
悲
し
む
者
へ
の
慰
め
と
い
う
意
味
が
自
ず
と

含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
、
や
や
唐
突
に
「
天
」
や

「
命
」
と
い
う
観
念
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
も
や
は
り
韓
愈
の
詩
文
に
頻
見
す
る
観
念
で
あ
り
、
韓
愈

は
常
に
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
韓
愈

の
天
命
観
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

も
単
に
発
憤
著
書
を
説
く
文
脈
で
は
語
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ
る
。

　

今
見
た
よ
う
な
韓
愈
の
思
想
は
、
従
来
、
発
憤
著
書
説
の
陰
に
隠

れ
て
し
ま
い
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
序
文
の
考
え
と

他
の
詩
文
の
そ
れ
と
を
今
後
更
に
詳
し
く
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
韓
愈
は
「
不
平
」
の
語
に
元
来
の
不
平

不
満
の
響
き
を
残
し
つ
つ
、
そ
れ
を
敢
え
て
両
義
的
に
使
う
こ
と
で
、

多
く
の
議
論
や
思
想
を
こ
の
序
文
に
導
き
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

仮
に
発
憤
著
書
を
孟
郊
に
説
く
だ
け
の
文
章
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
豊
か
な
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
韓
愈
は
こ
う
し
た
議
論
や
思
想
を
盛
り
込
む
た
め

に
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
孟
郊
を
慰
め
る
た
め
に
、「
不
平
」
の
語

を
意
識
的
に
転
じ
さ
せ
、
序
文
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
諸
説
や
当
の
序
文
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
う
し
た

韓
愈
の
意
図
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

貞
元
二
〇
年
（
八
〇
四
）、
本
序
文
の
甲
斐
な
く
、
孟
郊
は
溧
陽
の

県
尉
を
辞
任
し
た
。
孟
郊
の
「
不
平
」
は
、
韓
愈
の
想
像
を
超
え
る

ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
不
平
」
に
着
想

を
得
た
こ
の
序
文
の
真
意
を
、
孟
郊
は
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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お　

わ　

り　

に

　

「
送
孟
東
野
序
」
に
つ
い
て
南
宋
・
黄
震
『
黄
氏
日
鈔
』（
巻
五

九
）
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。「
歸
宿
有
味
、
而
所
以
勸
止
東
野

之
不
平
者
有
道
矣
。
師
友
之
義
於
斯
乎
在
。
而
世
徒
以
文
觀
之
、
豈

惟
不
知
公
、
抑
不
知
文
者
耳
（
帰
宿
味
有
り
、
而
し
て
東
野
の
平
ら
か

な
ら
ざ
る
を
勧
止
す
る
所
以
の
者
は
道
有
り
。
師
友
の
義　

斯
に
於
い
て
在

り
。
而
れ
ど
も
世
徒　

文
を
以
て
之
を
観
る
、
豈
に
惟
だ
公
を
知
ら
ざ
る
の

み
な
ら
ん
や
、
抑
そ
も
文
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
）」。

　

韓
愈
の
「
送
孟
東
野
序
」
が
、
古
く
か
ら
修
辞
的
な
側
面
に
重
き

を
置
く
形
で
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
。

「
文
」
と
は
、
お
そ
ら
く
序
文
中
の
「
鳴
」
字
の
多
用
や
比
喩
の
大

胆
さ
、
ま
た
「
物
不
得
其
平
則
鳴
」
と
い
う
一
般
的
な
事
象
か
ら
文

学
に
つ
い
て
、
ま
た
文
学
史
に
つ
い
て
滔
々
と
述
べ
た
て
る
議
論
の

運
び
方
な
ど
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
か
ら
す
れ
ば
、
多
く
の
識
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
様
々
な

解
釈
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
「
不
平
」
こ
そ
、
こ
の
序
文
の
最
も
修

辞
的
な
措
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
震
の
顰
み
に
倣
っ
て
言
え
ば
、

「
不
平
」
が
不
平
不
満
か
両
義
か
と
い
う
こ
と
は
、
或
い
は
修
辞
的

な
「
文
」
の
問
題
で
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
我
々
は
そ
の
底

に
あ
る
種
々
の
問
題
に
こ
そ
思
い
を
致
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
序
文
に
見
ら
れ
る
韓
愈
の
思
想
な
ど
、
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
本

稿
末
尾
で
示
唆
的
に
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
は
序
文
の
内
容

に
つ
い
て
、
ま
た
他
の
詩
文
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
研

究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
序
文
の
内
容
は
、
何
も
孟
郊

を
慰
め
る
と
い
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

註①　

本
稿
の
韓
愈
の
詩
文
は
、
通
行
す
る
東
雅
堂
本
を
底
本
と
し
、
屈
守

元
・
常
思
春
主
編
『
韓
愈
全
集
校
注
』
全
五
冊
（
四
川
大
学
出
版
社
、

一
九
九
六
年
七
月
）、『
韓
愈
文
集
彙
校
箋
注
』
全
七
冊
（
中
華
書
局
、

中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）
等
を
参
照
し
た
。
な

お
、
韓
愈
の
詩
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
底
本
の
巻
数
を
記
し
た
。

②　
『
唐
才
子
伝
校
箋
』
第
二
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
三
月
）「
孟

郊
」
の
条
、
華
忱
之
校
訂
『
孟
東
野
詩
集
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一

九
五
九
年
七
月
）
所
収
「
孟
郊
年
譜
」
な
ど
代
表
的
な
も
の
は
概
ね
同

じ
。

③　

孟
郊
が
溧
陽
の
県
尉
と
な
る
の
は
、「
貞
曜
先
生
墓
誌
銘
」
の
記
述

か
ら
、
貞
元
一
六
年
、
も
し
く
は
一
七
年
と
す
る
説
が
多
い
。
近
年
の
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韓
愈
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
に
つ
い
て
（
伊
﨑
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研
究
で
は
、
斎
藤
茂
『
孟
郊
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
八
年
一
〇

月
）
付
載
「
孟
郊
略
年
譜
」
も
貞
元
一
七
年
と
す
る
。
た
だ
、
韓
愈
が

「
孟
東
野
を
送
る
序
」
を
書
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
華
忱
之
「
孟
郊

年
譜
」
は
、
赴
任
後
や
や
間
を
置
い
て
貞
元
一
九
年
と
す
る
な
ど
、
必

ず
し
も
定
ま
っ
て
い
な
い
。

④　

以
下
の
「
孟
東
野
を
送
る
序
」
の
訓
読
お
よ
び
解
釈
に
つ
い
て
は
、

清
水
茂
『
韓
愈
』
Ⅰ
（
筑
摩
書
房
、
世
界
古
典
文
学
全
集
、
一
九
八
六

年
六
月
）、
お
よ
び
京
都
大
学
中
国
文
学
研
究
室
編
『
唐
代
の
文
論
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
所
収
の
川
合
康
三
氏
の
「
孟
東

野
を
送
る
序
」
の
訳
注
を
参
照
し
た
。

⑤　

大
木
康
『
不
平
の
中
国
文
学
史
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
一
〇

月
）
一
六
頁
。
こ
の
著
作
は
韓
愈
の
「
不
平
の
文
学
史
」
を
手
掛
か
り

と
し
て
、「
不
平
」
の
精
神
と
文
学
作
品
、
更
に
は
科
挙
制
度
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ど
、「
不
平
」
を
歴
史
的
に
幅
広
く
論
じ

て
い
る
。

⑥　

林
田
愼
之
助
「
韓
愈
に
お
け
る
発
憤
著
書
の
説
」（『
中
国
中
世
文
学

評
論
史
』、
創
文
社
、
一
九
七
九
年
二
月
。
初
出
は
『
文
学
研
究
』（
九

大
）
七
〇
号
、
一
九
七
三
年
三
月
）
四
九
九
頁
。

⑦　

発
憤
著
書
の
方
向
で
解
釈
す
る
も
の
と
し
て
は
、
注
釈
で
は
南
宋
・

文
讜
が
王
子
思
詩
話
の
「
夫
聲
嗟
氣
歎
、
流
而
至
於
感
傷
、
其
中
有
不

能
已
已
者
」
を
引
い
て
、「
不
平
」
を
感
傷
、
慨
嘆
と
し
て
捉
え
る
の

が
早
い
例
。

⑧　

こ
こ
で
言
う
近
代
以
降
の
文
学
批
評
史
と
は
、
近
代
的
な
歴
史
意
識

に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
作
品
を
客
観
的
に
記
述
す
る
も
の
で
あ
り
、

主
に
こ
う
し
た
手
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
世
紀
以
降
の

も
の
を
指
す
。
初
期
の
代
表
作
と
し
て
は
郭
紹
虞
『
中
國
文
學
批
評

史
』
全
三
冊
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
五
月

－

一
九
四
七
年
二

月
）
等
が
あ
る
。

⑨　

近
代
の
代
表
的
な
発
憤
著
書
説
と
し
て
は
、
羅
根
澤
『
晚
唐
五
代
文

學
批
評
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
二
月
）
第
七
章
の
「
不
平

則
鳴
与
文
窮
益
工
」
が
早
い
。

⑩　
「
詩
可
以
怨
」
は
、
も
と
は
一
九
八
〇
年
一
一
月
に
早
稲
田
大
学
で

行
わ
れ
た
講
演
。『
文
学
評
論
』（
一
九
八
一
年
第
一
期
）
に
掲
載
さ
れ
、

後
に
『
七
綴
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）
に
収

め
る
。
こ
こ
で
は
『
七
綴
集
（
修
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
四
年
八
月
）
一
二
五

－

一
二
六
頁
を
参
照
し
、
適
宜
符
号
を
改
め
た
。

⑪　

王
運
熙
・
楊
明
『
隋
唐
五
代
文
学
批
評
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
四
年
一
〇
月
）
は
銭
氏
の
説
を
受
け
て
「
不
平
」
を
広
義
に
解

釈
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
敏
沢
『
中
国
文
学
理
論
批
評

史
』
上
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
五
月
）
の
第
八
章
「
不
平

則
鳴
及
其
他
」
で
も
、「
不
平
」
は
「
鳴
国
家
之
盛
」
と
「
自
鳴
其
不

幸
」
を
共
に
含
む
と
し
て
、
司
馬
遷
の
発
憤
著
書
と
同
じ
で
は
な
い
と

言
う
。

⑫　

実
際
に
銭
氏
が
注
釈
で
引
用
し
て
い
る
の
は
、
沈
作
喆
『
寓
簡
』、

洪
邁
『
容
齋
随
筆
』、
銭
大
昕
『
潜
研
堂
文
集
』、
謝
章
鋌
『
籐
陰
客

贅
』
の
四
例
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
そ
れ
ら
に
つ
い
て
銭
氏
が
両
義
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説
の
源
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
注
意
し
て
お
い
た
方

が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
例
は
「
不
平
」
が
不
平
不
満
の
意

に
限
定
で
き
な
い
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
こ
と
を
批
難

し
た
も
の
で
あ
る
と
銭
氏
は
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
こ

と
を
「
狭
窄
」
に
過
ぎ
る
と
い
う
言
い
方
で
表
現
し
て
い
る
。
た
だ
、

沈
作
喆
の
『
寓
簡
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
両
義
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
認
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
疑
義
を
呈
す
る
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
自
体
、
当
然
そ
の
両
義
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
上
で
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
と
銭
氏
の
両
義
説
と
の
差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

そ
の
ま
ま
両
義
説
の
源
と
し
て
こ
れ
ら
の
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し

た
。

⑬　

た
と
え
ば
孫
昌
武
『
韓
愈
詩
文
選
評
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

〇
二
年
一
二
月
）
で
は
韓
愈
の
「
不
平
則
鳴
」
は
司
馬
遷
の
発
憤
著
書

を
受
け
て
い
る
と
す
る
一
方
で
、
こ
の
序
文
を
仔
細
に
見
れ
ば
「
不

平
」
に
は
両
種
の
意
味
が
あ
る
と
す
る
。

⑭　

他
の
有
力
な
読
み
と
し
て
は
、
清
・
馬
其
昶
の
説
が
あ
る
。
馬
其
昶

は
前
に
引
用
し
た
『
古
今
事
文
類
聚
』
を
引
い
て
「
是
知
其
一
説
而
不

知
其
又
有
一
説
、
故
有
此
疑
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
言
い
方
は
こ

こ
で
説
明
し
た
一
意
両
意
説
に
類
似
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

詳
し
く
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
実
際
に
馬
其
昶
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
お
そ
ら
く
一
意
両
意
説
と
は
異
な
り
、
は
じ
め
の
一
説
は
あ
ら
ゆ

る
事
物
は
鳴
る
と
い
う
こ
と
、
次
の
一
説
は
事
物
の
中
で
も
選
ば
れ
た

も
の
こ
そ
が
鳴
る
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
其

昶
校
注
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
中
国
古
典
文
学

叢
書
、
一
九
八
七
年
六
月
）
参
照
。

⑮　

引
用
文
の
「
不
平
」
を
前
後
ど
ち
ら
に
懸
け
る
か
で
解
釈
に
違
い
が

出
る
。
多
く
は
前
の
「
酣
醉
無
聊
」
に
懸
け
て
不
満
の
意
と
す
る
が
、

銭
氏
前
掲
論
文
で
は
、
後
の
「
有
動
於
心
」
に
懸
け
て
感
情
の
動
き
そ

れ
自
体
を
表
す
と
し
、
こ
れ
も
両
義
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。




